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因
島
市
遺
族
会
の
概
況

本
市
は
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
一
日
に
、
旧
御
調
郡
土
生
町
、
田
熊
町
、
三
庄
町
、

中
庄
町
、
大
浜
村
、
重
井
村
お
よ
び
旧
豊
田
郡
東
生
口
村
の
七
か
町
村
が
合
併
し
、

市
制
施
行
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
二
十
二
年
の
大
合
併
当
時
か
ら
あ

っ
た
旧
三
浦
村
は
、

市
制
施
行
よ

り
前
の
昭
和
二
十
三
年
五
月
三
日
に
、
椋
浦
が
三
庄
町
に
、
外
浦
、
鏡
浦
が
中
庄
村

に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
て
い
る
。

市
制
施
行
以
前
か
ら
各
町
村
に
は
独
立
し
た
遺
族
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
因

島
市
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
二
十
九
年
因
島
市
遺
族
会
が
発
足
す
る
こ
と
と

h
a
p

つ・-。

，7
J

j
 

こ
う
し
た
経
過
も
あ
っ
て
、
現
在
も
旧
町
村
単
位
で
遺
族
会
を
組
織
し
て
お
り
、

因
島
市
遺
族
会
は
こ
れ
ら
各
地
域
で
選
出
さ
れ
た
理
事
、
代
議
員
に
連
合
会
形
式
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。

旧
町
村
単
位
の
遺
族
会
の
沿
革
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

@
旧
大
浜
村
(
大
浜
町
)

名
称

大
浜
村
遺
族
会

発
足

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日

歴
代
会
長
氏
名

初
代

宮
地

筆
市
、
二
代

四
代

村
上

松

五
代

七
代

須
山

登
(
現
在
)

現
在
の
役
員
氏
名

婦
人
部
長

楢
原
ヒ
ロ
子

河
野
八
重
子
、
村
上
フ
サ
コ
、
宮
地
美
佐
子
、
楢
原
カ
子
コ

役

員

忠
魂
碑
等

明
治
四
十
三
年
、

日
清
、
北
清
、

社
境
内
に
建
立
さ
れ
る
。

河
野

祥
造
、
三
代

大
出

勘
市

楢
原

春
松
、
六
代

麓
士
心

津
代

日
露
戦
戦
没
凱
旋
記
念
碑
が
大
浜
村
粛
島
神

昭
和
十
二
年
五
月
、
大
浜
町
粛
島
神
社
下
神
社
境
内
に
忠
魂
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

行
事 支

那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
死
者
八
七
柱
も
合
記
さ
れ
て
い
る
。

行
っ
て
い
る
。

大
浜
町
遺
族
会
の
主
催
に
よ
り
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
町
の
戦
没
者
慰
霊
祭
を
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@
旧
重
井
村
(
重
井
町
)

名
称

重
井
村
遺
族
会

昭
和
二
十
五
年
四
月
、
村
会
議
員
村
上
福
造
氏
が
発
起
人
と
な
り
遺
族
婦

発
足

人
と
と
も
に
結
成
。

歴
代
会
長
氏
名

初
代

村
上

福
造
、
二
代

四
代

柏
原

肇
(
現
在
)

現
在
の
役
員
氏
名

婦
人
部
長

峰
松
タ
ツ
ノ

柏
原

悦
市
、
三
代

柏
原

吉子
延



役

村
上
マ
ス
エ
、
大
出
キ
ク
コ
、
藤
原
み
ど
り
、
村
上
タ
ケ
コ

員

村
上
エ
ミ
コ
、
村
上
ミ
チ
コ
、
峰
松
チ
エ
コ
、
峰
松
サ
カ
ヨ

佐
々
木
ヤ
ス
コ
、
柏
原
ト
キ
オ
、
柏
原
キ
ヨ
コ
、
藤
井
シ
ズ
コ

西
原
ヤ
ス
コ

忠
魂
碑
等

明
治
五
十
三
年
十
二
月
、
重
井
町
の
区
長
会
、
傷
実
軍
人
会
、
遺
族
会
及
び
各

団
体
が
発
起
人
と
な
り
、
町
内
の
寄
附
金
に
よ
り
善
輿
寺
前
の
寺
院
敷
地
内
に

慰
霊
碑
、
戦
没
者
記
念
碑
及
び
霊
名
碑
を
建
立
。

行

事重
井
町
慰
霊
碑
護
持
会
の
主
催
、
重
井
町
遺
族
会
の
共
催
の
も
と
に
毎
年
十

一

月
三
日
、
慰
霊
碑
前
に
於
て
町
の
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
る
。
多
数
の
関
係
者
の

傘
下
を
得
て
神
主
に
よ
り
祝
詞
、

玉
串
奉
実
の
神
式
行
事
が
あ
り
、

そ
の
後
、

僧
侶
に
よ
る
読
経
、
戦
没
者
全
員
の
戒
名
を
読
上
げ
、
遺
族
会
婦
人
部
の
ご
詠

歌
の
も
と
焼
香
が
な
さ
れ
る
。

@
旧
中
庄
村
(
中
庄
町
)

名
称

中
圧
村
遺
族
会

発
足

昭
和
二
十
一

年
一
月
、
中
圧
村
長
を
長
と
す
る
中
圧
村
同
胞
後
援
会
を
前

身
と
し
て
発
足
。

歴
代
会
長
氏
名

初
代

豊
、
二
代

松
浦

義
雄

勝
市
、
三
代

宮
地

田
頭

四
代

久
人
(
現
在
)

柏
原

現
在
の
役
員
氏
名

婦
人
部
長

宮
地
伊
末
恵

役
忠
魂
碑
等

員

舟
橋

康
夫
、

広
子
、
柏
原

清
子

田
頭
フ
ミ
子
、
宮
地

時
本
サ
ダ
子
、
築
地
フ
キ
エ

昭
和
十

一
年
頃
、
元
中
庄
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

(現
中
庄
町
民
グ
ラ
ン
ド
)
の
隣

接
地
に
建
立
。
終
戦
後
、
忠
魂
碑
の
名
称
を
平
和
塔
と
改
造
し
た
が
、
後
日
忠

魂
碑
に
改
め
た
。

写
AF
L
u
r
-
F
」
、

t
1
t
 
日
清
、

日
露
戦
戦
没
凱
旋
記
念
碑
(
正
式
名
称
不

明
)
が
、
明
治
四
十
年
六
月
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
近
年
老
人
ク
ラ
ブ
有
志
に

よ
り
清
掃
奉
仕
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

@
旧
三
浦
村
(
外
浦
町
、
鏡
浦
町
、
椋
浦
町
)

旧
三
浦
村
に
は
、
独
自
の
遺
族
会
組
織
は
な
く
、
昭
和
二
十
三
年
に
椋
浦
が
三

圧
町
に
、
外
浦
、
鏡
浦
が
中
庄
村
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ま
た
椋
浦
町
は
三
庄
町
の
遺
族
会
に
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現
在
、
外
浦
町
と
鏡
浦
町
は
中
庄
町
に
、

現
在
の
役
員
氏
名

所
属
し
、
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

外
浦
町

鏡
浦
町

椋
浦
町

忠
魂
碑
等

外
浦
町

田
頭
ヤ
エ
コ
、
井
上
ミ
チ
エ

梶
平
ま
つ
ゑ

谷
口
キ
ク
子

明
治
四
十
一
年
四
月
、
町
内
の
艮
神
社
境
内
に
日
清
、
北
清

日
露

凱
旋
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
二
年
九
月
吉
日
、
町
内
の
厳
島
神
社
境
内
に
日
清
、
北
清
、

鏡
浦
町

日
露
凱
旋
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

日
露
凱
旋
記
念
碑
が
建
立
さ

椋
浦
町

大
正
二
年
三
月
上
旬
、

日
清
、
北
清
、



れ
て
い
る
。

@
旧
東
生
口
村
(
洲
江
町
、
原
町
)

名
称

東
生
口
村
遺
族
会

発
足

昭
和
二
十
三
年
四
月

歴
代
会
長
氏
名

初
代

香
)11 

喜
吾
、
二
代

四
代

香
)11 

正

一
、

現
在
の
役
員
氏
名

寺
西

猪
平
、
三
代

五
代

香
)11 

一
夫
、
六
代

新
崎

清

宮
本
ス
ミ
子

(洲
江
町
)
、
小
金

婦
人
部
長

役

員

忠
魂
碑
等

橋
岡
重

一
郎

宮
森

武
雄

(現
在
)

速
子

(原
町
)

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
、
原
町
薬
師
寺
境
内
に
戦
没
者
供
養
塔
を
建
立
し
、
支

那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
没
者
五
七
柱
を
合
柁
す
る
。

昭
和
三
十
二
年
十

一
月
三
日
、
洲
江
町
正
善
寺
境
内
に
「
久
遠
霊
光
」
を
建
立
。

回
忌
法
要
を
行

っ
た。

戦
没
者
二
九
柱
を
合
間
の
際
、
慰
霊
祭
を
挙
行
し
た
。
平
成
三
年
に
は
、
五

O

@ 
回

熊

町

名
称

田
熊
町
遺
族
会

発
足

昭
和
二
十
三
年
四
月

歴
代
会
長
氏
名

初
代

田
中
清
兵
衛
、

二
代

四
代

村
上

祝
一
、
五
代

岡
野
幾
太
郎
、
三
代

村
上

柳
三

(
現
在
)

村
上

富
夫

現
在
の
役
員
氏
名

婦
人
部
長

役
忠
魂
碑
等

岡
野
ミ
チ

コ

岡
野
美
智
枝
、
山
岡
ヨ
シ
エ
、
岡
野

陸
栄
、
藤
原

員

岡
野
ミ
サ

ヱ
、
岡
野

岡
野

夏
子
、
岡
野

孝
次
、
岡
野

周
蔵

倶
子
、
木
谷

勇
雄

沼
本
シ
ズ
子
、
岡
野

康
次
、
岡
野

宗
次

末
実
、
村
上
チ

エ
子

大明
正治
七 三
年 十
四一
月年

九
浄月
土
.......回

選熊
町

内
鐘八

幡
撞

神
堂 社
横
，ヂ拝

志聖
書揮
を，'-

義
建 勇
立 m

?語
・2 を

建
立
す
る

行
事 大

正
八
年
八
月
、
日
清
、
北
清
、

日
露
、
第

一
次
大
戦
の
記
念
碑
。

田
熊
町
遺
族
会
と
し
て
、
毎
年
四
月
八
日
の
花
祭
の
際
に
、
浄
土
寺
位
牌
堂
の
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前
で
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。

@ 

土

生
土
生
町
遺
族
会

町

名
称

歴
代
会
長
氏
名

昭
和
二
十
三
年

発
足初

代
四
代

現
在
の
役
員
氏
名

婦
人
部
長

事
務
局
長

役

村
上

厚
平
、
二
代

櫛
橋

幸
男
、
五
代

久
原
ヨ
シ
ノ

小
坂
久
美
子

員

洋
、
宮
地

久
原

弓
場
好
之
助
、
三
代

橘

忠
知
(
現
在
)

優
、
村
上

木
村

元
晴

武
夫
、
八
木
美
代
子



巻
幡

光
雄
、
巻
幡

泰
子
、

山
仲
ヨ

シ
子
、
郷

春
子

吉
原
ヨ
シ
エ
、
村
上
ヨ
シ
コ
、

西
面

恒
三
、
近
藤

君
子

津
崎
チ
ズ
子

忠
魂
碑
等

大
正
十
三
年
三
月
、
大
山
神
社
境
内
に
忠
魂
碑
を
建
立
す
る
。
そ
の
後
、
同
神

社
前
の
道
路
整
備
並
び
に
平
成
殿

(社
務
所
)
建
設
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年

十
月
、
道
路
に
面
し
た
場
所
に
移
転
す
る
。
移
転
の
際
に
は
、
支
那
事
変
並
び

に
大
東
亜
戦
争
で
戦
死
し
た
土
生
町
出
身
者
三
六
六
名
の
氏
名
、
戦
死
場
所
、

戦
死
年
月
日
及
び
享
年
が
記
載
さ
れ
た
霊
名
帳
を
忠
魂
碑
内
部
に
収
め
る
。
ま

た
、
同
神
社
平
成
殿
が
落
成
し
、
三
階
に
祖
霊
殿
が
設
け
ら
れ
、
戦
没
者
の
御

霊
が
合
杷
さ
れ
た
。

行
事三

月
十
三
日
春
季
祖
霊
祭
、

七
月
三
十
日
万
灯
夏
越
祭
、
九
月
二
十
三
日
秋
季

祖
霊
祭
に
は
他
の
神
々
と
共
に
式
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
偶
数
月
の
第

一
日
曜
日
に
は
、
土
生
町
遺
族
会
役
員
に
よ
り
、
忠
魂
碑

の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
る
。

@ 

庄

町

名
称

三
圧
町
遺
族
会

発
足

昭
和
二
十
三
年

歴
代
会
長
氏
名

初
代

坂
井

重
義
、

二
代

山
内
サ
カ
ヱ
、

三
代

秦

米

四
代

村
上

博
(
現
在
)

現
在
の
役
員
氏
名

石
田

良日

石
田

安
成
、
楠
見

久
枝
、
円
福
寺
鶴
子

藤
)11 

房
子
、
片
桐
ヒ
サ
コ
、
岡

豊
、
宮
地

哲
治

上
回
ト
シ
コ
、
岡
本
エ
ミ
コ
、
長
尾
出
世
松
、
長
尾

福

忠
魂
碑
等

北
日
は
存
在
し
た
が
、
終
戦
後
進
駐
軍
に
遠
慮
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
。
三
庄
町
に

は
現
在
そ
れ
ら
し
い
痕
跡
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
レ
。

こ
れ
ら
七
町
村
が
合
併
し
て
昭
和
二
十
八
年
に
因
島
市
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
昭
和
二
十
九
年
に
旧
町
村
の
連
合
組
織
と
し
て
因
島
市
遺
族
会
が
発
足
し
た
。

各
町
の
遺
族
会
長
、
婦
人
部
長
、
青
年
部
長
並
び
に
事
務
局
長
が
理
事
と
し
て
参

画
し
て
い
る
ほ
か
、
各
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
り
会
の
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
。因

島
市
遺
族
会
に
は
、
会
長
以
下
八
名
の
役
員
が
置
か
れ
、

理
事
会
に
お
い
て
互

選
さ
れ
る
。

現
在
二
三
名
の
理
事
並
び
に

一
七
名
の
代
議
員
に
よ

っ
て
英
霊
の
顕
彰
及
び
慰
霊

に
関
す
る
事
業
や
遺
族
の
慰
安
親
睦
に
関
し
た
諸
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
歴
代
会
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

初
代

弓
場
好
之
助
、
二
代

坂
井

重
義
、

三
代

田
頭

勝
市

四
代

松
浦

義
雄
、

五
代

橘

忠
知

(現
在
)

ま
た
、
昭
和
四
十

一
年
に
は
因
島
市
遺
族
会
に
よ

っ
て
田
熊
八
幡
宮
神
苑
内
に
因

島
護
国
神
社
が
建
立
さ
れ
、
因
島
市
出
身
者
一

、
一一一一一

柱
の
英
霊
が
合
記
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た。

建
立
年
月
日

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
三
日

建

立

者

因
島
市
遺
族
会



祭

田
熊
八
幡
宮

主

施

工

附
加
藤
組

祭

主

捧

歌

国
の
為

命
さ
さ
げ
し
勇
土
の

御
霊
和
め
ん

今
日
の
お
祭

座
す
如
く

目
に
も
見
え
来
て

懐
か
し
も

今
日
の
祭
に

そ
の
世
偲
べ
ば

遷
宮
慰
霊
祭

昭
和
四
十
一
年
八
月
十
五
日

例

大

毎
年
八
月
十
五
日
(
平
成
六
年
度
か
ら
日
程
変
更
を
予
定
)

祭

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
は
、

田
熊
八
幡
神
社
の
参
道
か
ら
分
岐
し
て
因
島
護
国
神

社
へ
の
参
道
を
整
備
す
る
た
め
、
新
た
に
石
段
と
七
五
三
柱
を
設
置
し
た
。
な
お
、

現
在
は
、
拝
殿
の
新
築
に
向
け
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
偶
数
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
土
生
町
遺
族
会
役
員
に
よ
り
、
因
島
護
国
神

社
の
清
掃
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

因
島
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
因
島
市
民
会
館
が
出
来
て
か

ら
は
、
毎
年
同
会
館
で
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

毎
年
五
月
下
旬
に
神
式
と
仏
式
を
一

年
交
替
で
挙
行
し
て
い
る
。

本
会
で
は
、
毎
年
代
議
員
総
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
概
ね
年
に
五
回
程
度
理
事
会

を
開
催
し
て
、
当
面
す
る
懸
案
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十

三
日
の
備
後
護
国
神
社
大
祭
に
は
、
毎
年
、
大
型
パ
ス
二
台
で
参
拝
す
る
な
ど
し
て
、

英
霊
顕
彰
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
近
年
会
員
の
高
齢
化
、
減
少
化
が
進

む
な
か
で
、
組
織
の
充
実
強
化
の
観
点
か
ら
会
員
の
親
睦
行
事
に
も
力
を
注
い
で
お

り
、
多
数
の
会
員
の
参
加
を
得
て
、
靖
国
神
社
参
拝
や
親
睦
旅
行
を
随
時
実
施
し
て

い
る
。ま

た
、
傘
下
に
因
島
市
遺
族
会
婦
人
部
(
楢
原
ヒ
ロ
子
部
長
)
並
び
に
同
青
壮
年

部
(
久
原

博
部
長
)
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
後
継
体
制
の
確
立
に
向
け
一
層
の
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
緊

急
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

因
島
市
遺
族
会
役
員
名
簿

止h
Zミ高1

三与
:z:;: 

高リ

A 
:z:>え

婦

人

部

長

H

副

部

長

H

副

部

長

青
壮
年
部
長

A 
ヱミ会

計

監

査

会

計

監

査

理代

議

長長長計事員

橘

忠
知

(兼
理
事
)

柏
原

久
人
(
兼
理
事
)

柏
原

肇
(
兼
理
事
)

楢
原
ヒ
ロ
子
(
兼
理
事
)

岡
野
ミ
チ
コ

(兼
理
事
)

峰
松
タ
ツ
ノ

(
兼
理
事
)

久
原

洋
(
兼
理
事
)

村
上

博
(
兼
理
事
)

宮
森

武
雄

(兼
理
事
)

小
坂
久
美
子
(
兼
理
事
)

村
上

柳
三
、
須
山

登
、
久
原
ヨ
シ
ノ
、

楠
見

久
枝
、
谷
口
キ
ヌ
子
、
梶
平
ま
つ
ゑ
、

岡
野
美
智
枝
、
宮
地
伊
末
恵
、
小
金

速
子
、
宮
本
ス
ミ
コ

宮
地

優
、
村
上

武
夫
、

八
木
美
代
子
、
藤
川

園
福
寺
鶴
子
、
井
上
ミ
チ
エ
、

山
岡
ヨ
シ
エ
、
岡
野

田
頭
フ
ミ
子
、
宮
地

広
子
、
柏
原

清
子
、
時
本

村
上
マ
ス
エ
、
大
出
キ
ク
コ
、
藤
原
ミ
ド
リ
、
河
野
八
重
子

新
崎

清

au 

石
田

安
成

田
頭
ヤ
エ
コ

房
子

倶
子

貞
子



-
因
島
市
遺
族
会

英
霊
柱
数

一
、
一
一
一
一
一
柱

遺

族

数

七
二
五
人

婦

人

部

八

人

青
壮
年
部

0 

人

会
費
の
徴
収
に
つ
い
て

公
務
扶
助
料
受
給
者

一
、
七

O
O円

2 

特
別
弔
慰
金
受
給
者

七

O
O円

各
地
区
役
員
が
訪
問
し
徴
収
し
て
い
る
。

因
島
市
か
ら
の
助
成
金

三
一
五
、

0
0
0円
(
平
成
五
年
度
)

因
島
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
に
つ
い
て

主
催

因
島
市
遺
族
会

北
朝
鮮

(
鎮
南
浦
)

か
ら
引
き
揚
げ
て

因

河

八
重
子

島

野

鎮
南
浦
で
お
ば
夫
婦
が
材
木
商
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
学
校
を
卒
業
す
る
と

鎮
南
浦
に
働
き
に
行
き
ま
し
た
。

二
十
才
の
時
お
ば
の
甥
に
な
る
人
も
そ
こ
で
働
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
そ
の
方
と

結
婚
し
ま
し
た
。

主
人
は
支
那
事
変
に
行
き
一
度
は
元
気
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
東
亜
戦
争
に

二
度
目
の
応
召
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
昭
和
十
九
年
八
月
私
は
子
供
四

人
長
男
十
才
次
男
八
才
長
女
六
才
次
女
二
才
を
連
れ
て
着
の
み
着
の
ま
ま
で
帰
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
の
時
は
荷
物
は
何
も
送
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
生
き
て

帰
れ
る
や
ら
不
安
で
し
た
が
、
親
子
五
人
お
陰
様
で
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。家

に
は
義
母
と
義
父
の
母
の
二
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
義
父
は
船
に
乗
っ
て
い

ま
し
た
。

帰

っ
て
か
ら
は
四
人
の
子
供
を
育
て
学
校
に
も
行
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

畠
を
作
り
な
が
ら
男
の
働
く
力
仕
事
に
も
出
ま
し
た
。
朝
は
四
時
頃
か
ら
夜
遅
く
迄

馴
れ
な
い
仕
事
を
子
供
の
為
と

一
生
懸
命
働
き
ま
し
た
。

両
親
が
近
く
へ
お
り
ま
し
た
の
で
、
お
金
が
足
り
な
い
時
は
借
り
に
行
き
ま
し
た
。

父
は
九
十
七
才

母
は
九
十
三
才
迄
生
き
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
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長
男
は
親
類
や
皆
さ
ん
の
お
陰
で
高
校
を
卒
業
し
て
目
立
造
船
に
就
職
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

次
男
は
中
学
を
卒
業
す
る
と
直
ぐ
目
立
造
船
に
就
職
。
夜
間
の
高
校
へ
四
年
間
行

き
ま
し
た
。
大
学
へ
行
き
た
い
と
大
阪
の
目
立
造
船
へ
転
勤
を
申
し
込
み
夜
間
の
立

命
館
大
学
を
受
験
し
合
格
し
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
四
年
間
頑
張
り
ま
し
た
。

毎
日
仕
事
が
済
み
、
夜
間
大
学
か
ら
帰
り
火
の
気
の
な
い
処
で
勉
強
す
る
の
で
「
お

父
さ
ん
が
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
昼
の
に
行
か
れ
る
の
に
。
」
と
一
度
だ
け
手
紙
を

寄
越
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
可
哀
想
で
し
た
。
昼
間
は
働
い
て
い
る
が
夜
間
の
授
業

料
が
足
り
な
い
の
で
毎
月
の
送
金
は
大
変
で
し
た
。

二
人
の
女
の
子
に
も
せ
め
て
高
校
だ
け
は
行
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
兄
に
相
談

し
ま
し
た
ら
「
行
き
た
い
と
言
う
の
な
ら
行
か
せ
て
や
れ
。
」
と
の
こ
と
で
行
か
せ

ま
し
た
。



最
近
は
妻
へ
の
扶
助
料
が
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
楽
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
の
娘

も
結
婚
し
て
孫
も
み
ん
な
で
八
人
お
り
ま
す
。

長
男
の
娘
二
人
も
結
婚
し
ま
し
た
。
私
は
二
十
九
才
で
一
人
に
な
り
ま
し
た
が
早

や
八
十
才
が
近
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
二
十
七
日
に
は
義
父
と
主
人
の
五
十
回
思
を
弔
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す。
嫁
さ
ん
が
大
事
に
し
て
く
れ
、
食
事
も
一
緒
に
食
べ
さ
せ
て
貰
い
有
難
い
こ
と
だ

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
と
毎
日
有
難
く
過
ご
さ
せ
て
貰

っ
て

お
り
ま
す
。体

験

記因

島

市

岡

野

ミ
チ
コ

戦
後
五
十
年
、
今
更
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
振
り
返
り
た
く
な
い
け
れ
ど
、
次
第
に

風
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
あ
の
大
東
直
戦
争
が
ど
ん
な
に
日
本
国
民
を
苦
し
め
た
か
・
:

今
の
平
和
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
居
る
現
代
の
若
者
、

い
や
、
実
際
に
体
験
し
て

い
る
私
た
ち
で
も
平
和
に
馴
れ
て
辛
か
っ
た
事
も
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
つ
つ
あ
る
現

在
、
思
い
出
の
一
端
を
記
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

昨
日
の
こ
と
は
忘
れ
て
も
、

五
十
年
前
の
事
は
、
は
っ
き
り
と
脳
裏
に
刻
み
込
ま

れ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
支
那
事
変
勃
発
。
最
初
の
召
集
令
状
が
、
私
の
町
に
十

何
人
か
に

一
度
に
来
た
。
ま
さ
か
、

主
人
が
そ
の
中
の
一
人
と
は
:
:
:
。
何
の
猶
予

も
な
く
あ
わ
た
だ
し
い
出
発
で
、
取
り
乱
す
ス
キ
も
な
く
真
新
し
い
軍
服
に
赤
だ
す

き
を
掛
け
た
悲
想
な
ま
で
の
緊
張
し
た
主
人
の
顔
は
、
他
人
の
様
に
思
え
た
。

町
中
の
人
に
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
見
送
っ
て
貰
っ
た
。
近
づ
く
事
も
声
を
か

け
る
事
も
で
き
な
い
。
唯
々
群
集
と
共
に
見
送
っ
た
。
当
時
、
私
は
二
十
五
歳
で
七

ヶ
月
の
身
重
で
、

五
歳
の
長
男
の
手
を
引
い
て
汗
を
ふ
き
乍
ら
、
港
の
桟
橋
ま
で
約

一
里
の
道
を
小
走
り
に
走

っ
た。

ま
だ
、
戦
争
と
云
う
実
感
は
な
い
。
伺
か
大
変
な

事
が
起
き
た
と
思
う
位
で
あ

っ
た。

人
の
噂
で
、
「
こ
の
戦
争
は
長
期
戦
に
な
る
の
で
、

二
年
位
し
た
ら
交
代
が
あ
る

よ」

と
の
話
が
心
の
底
に
一
つ
の
慰
め
の
様
に
広
が
っ
て
い
た
。
北
支
に
渡
っ
た

主
人
か
ら
度
々
軍
事
郵
便
が
来
る
け
ど
、
何
度
も
印
で
押
し
た
様
に
同
じ
文
句
で
あ

っ
た。噂

通
り
二
年
余
り
で
軍
務
を
終
え
て
帰
還
し
て
く
れ
た
。
も
う
こ
れ
で
行
く
事
が

な
い
様
に
と
祈
っ
て
い
た
が
、
戦
局
は
い
よ
い
よ
激
し
く
、
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又
三
年
目
、
昭
和
十
九

年
秋
、
今
度
は
徴
用
で
あ
っ
た
。
主
人
は
船
を
持
っ
て
居
た
の
で
、
船
主
船
長
と
し

て
夜
中
に
誰
に
も
知
ら
さ
ず
、
隠
れ
る
様
に
し
て
出
発
し
た
。
私
の
実
弟
も
、
新
婚

早
々
機
関
長
と
し
て
乗
船
し
た
。

銃
後
の
国
民
の
合
言
葉
は

一
億
玉
砕
で
あ
っ
た
。

今
度
は
南
国
比
島
レ
イ
テ
島
に
向
け
出
発
し
た
ら
し
い
。
沖
縄
か
ら
便
が
来
た
。

「
自
分
は
、
今
、
実
に
澄
み
き
っ
た
気
持
ち
で
南
へ
南
へ
と
向

っ
て

い
る
。
何
も

思
い
わ
づ
ら
う
事
は
な
い
、
す
が
す
が
し
い
心
で
い
る
。
体
に
気
を
付
け
て
子
供
を

立
派
に
育
て
て
く
れ
。
頼
む
。
」
と
、
最
後
の
便
を
受
け
取
っ
た
。

気
丈
夫
に
生
き
た
積
も
り
で
も
、
所
詮
女
は
弱
し
。

い
や
な
予
感
が
脳
裏
を
去
来

す
る
。
誰
に
も
見
せ
ず
併
壇
の
奥
に
し
ま
い
込
ん
で
し
ま

っ
た。

伺
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
の
か
、
生
き
残
っ
た
者
の
愚
痴
か
と
思
わ
れ
る
が
、
生

き
て
い
る
限
り
忘
れ
ら
れ
な
い
、
あ
の
当
時
の
怒
り
腹
立
ち
。
何
処
へ
持
っ
て
行
き



ょ
う
の
な
い
悔
し
さ
、
悲
し
さ
は
戦
後
の
苦
難
に
耐
え
て
生
き
抜
い
た
者
の
み
味
わ

う
悲
惨
な
戦
後
の
母
子
世
帯
で
あ

っ
た
。

私
一
人
で
は
な
い
。
多
く
の
仲
間
が
い
る
。
共
に
頑
張
ら
ね
ば
:
:
:
。
私
に
は
大

切
な
子
供
が
二
人
い
る
。
そ
し
て
年
老
い
た
両
親
も
居
る
。
弱
音
を
は
く
事
は
許
さ

れ
な
い
。

人
生
の
最
大
の
不
幸
に
遭
遇
し
た
者
は
、
我
慢
す
る
事
、
耐
え
る
事
に
は
馴
ら
さ

れ
て
来
た
の
で
、
兎
に
か
く
我
武
者
羅
に
働
い
た
。
自
分
の
体
を
酷
使
す
る
事
が
使

命
の
様
に
。
そ
し
て
、
何
も
か
も
が
忘
れ
ら
れ
る
様
に
も
思
え
た
。

当
時
を
振
り
返
れ
ば
、
今
更
乍
ら
感
無
量
で
あ
る
。
よ
く
生
き
て
来
た
も
の
だ
。

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
時
に
は
後
が
な
い
。
尚
今
で
も
健
康
で
地
区
の
遺
族

会
や
老
人
会
の
お
世
話
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
あ
た
た
か
い
家
族
に
固
ま
れ
て
幸

地
球
上
に
戦
い
の
日
々
の
終
わ
り
ま
す
様
、
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

せ
な
恵
ま
れ
た
日
々
を
有
難
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
。


